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議 案 第６ ７ 号 の 参 考 資 料

熊 谷 市税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 新 旧対 照 表

熊 谷 市税 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 条 例 第 ６ ３ 号 ）

（ 下 線部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 案 現 行

 附  則

（ 寄 附 金 税 額 控 除 に お け る 特 例 控 除 額

の 特 例 ）  

第 ７ 条 の ４  第 ３ ４ 条 の ７ の 規 定 の 適 用

を 受 け る 市 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者

が 、 法 第 ３ １ ４ 条 の ７ 第 １ １ 項 第 ２ 号

若 し く は 第 ３ 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す

る 場 合 又 は 第 ３ ４ 条 の ３ 第 ２ 項 に 規 定

す る 課 税 総 所 得 金 額 、 課 税 退 職 所 得 金

額 及 び 課 税 山 林 所 得 金 額 を 有 し な い 場

合 で あ っ て 、 当 該 納 税 義 務 者 の 前 年 中

の 所 得 に つ い て 、 附 則 第 １ ６ 条 の ３ 第

１ 項 、 附 則 第 １ ６ 条 の ４ 第 １ 項 、 附 則

第 １ ７ 条 第 １ 項 、附 則 第 １ ８ 条 第 １ 項 、

附 則 第 １ ９ 条 第 １ 項 、 附 則 第 １ ９ 条 の

２ 第 １ 項 、 附 則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １ 項 又

は 附 則 第 ２ ０ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る と き は 、 第 ３ ４ 条 の ７ 第 ２ 項 に

規 定 す る 特 例 控 除 額 は 、 同 項 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 法 附 則 第 ５ 条 の ５ 第 ２ 項

（ 法 附 則 第 ５ 条 の ６ 第 ３ 項 又 は 第 ４ 項

の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 場

合 を 含 む 。）に 定 め る と こ ろ に よ り 計 算

し た 金 額 と す る 。  

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

個 人 の 市 民 税 の 課 税 の 特 例 ）  

第 １ ９ 条 の ２  （ 略 ）

（ 特 定 暗 号 資 産 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係

る 個 人 の 市 民 税 の 課 税 の 特 例 ）  

第 １ ９ 条 の ３  当 分 の 間 、 所 得 割 の 納 税

義 務 者 が 前 年 中 に 租 税 特 別 措 置 法 第 ３ ８

条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 事 業 所 得 、 譲

渡 所 得 又 は 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に は 、

当 該 事 業 所 得 、 譲 渡 所 得 及 び 雑 所 得 に

つ い て は 、 第 ３ ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項

並 び に 第 ３ ４ 条 の ３ の 規 定 に か か わ ら

ず 、 他 の 所 得 と 区 分 し 、 前 年 中 の 当 該

附  則

（ 寄 附 金 税 額 控 除 に お け る 特 例 控 除 額

の 特 例 ）  

第 ７ 条 の ４  第 ３ ４ 条 の ７ の 規 定 の 適 用

を 受 け る 市 民 税 の 所 得 割 の 納 税 義 務 者

が 、 法 第 ３ １ ４ 条 の ７ 第 １ １ 項 第 ２ 号

若 し く は 第 ３ 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す

る 場 合 又 は 第 ３ ４ 条 の ３ 第 ２ 項 に 規 定

す る 課 税 総 所 得 金 額 、 課 税 退 職 所 得 金

額 及 び 課 税 山 林 所 得 金 額 を 有 し な い 場

合 で あ っ て 、 当 該 納 税 義 務 者 の 前 年 中

の 所 得 に つ い て 、 附 則 第 １ ６ 条 の ３ 第

１ 項 、 附 則 第 １ ６ 条 の ４ 第 １ 項 、 附 則

第 １ ７ 条 第 １ 項 、附 則 第 １ ８ 条 第 １ 項 、

附 則 第 １ ９ 条 第 １ 項 、 附 則 第 １ ９ 条 の

２ 第 １ 項 又 は 附 則 第 ２ ０ 条 第 １ 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る と き は 、 第 ３ ４ 条 の

７ 第 ２ 項 に 規 定 す る 特 例 控 除 額 は 、 同

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 法 附 則 第 ５ 条

の ５ 第 ２ 項 （ 法 附 則 第 ５ 条 の ６ 第 ３ 項

又 は 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 場 合 を 含 む 。）に 定 め る と こ ろ

に よ り 計 算 し た 金 額 と す る 。

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

個 人 の 市 民 税 の 課 税 の 特 例 ）

第 １ ９ 条 の ２  （ 略 ）  

－1－



改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 所 得 の 金 額 、 譲 渡 所 得 の 金 額 及 び

雑 所 得 の 金 額 と し て 令 附 則 第 １ ８ 条 の

６ の ４ で 定 め る と こ ろ に よ り 計 算 し た

金 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 暗 号

資 産 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」 と い

う 。）に 対 し 、特 定 暗 号 資 産 に 係 る 課 税

譲 渡 所 得 等 の 金 額 （ 特 定 暗 号 資 産 に 係

る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 （ 次 項 第 １ 号 の 規

定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 ３ ４

条 の ２ の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は 、

そ の 適 用 後 の 金 額 ）を い う 。）の １ ０ ０

分 の ３ に 相 当 す る 金 額 に 相 当 す る 市 民

税 の 所 得 割 を 課 す る 。  

２  前 項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は 、

次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 ⑴  第 ３ ４ 条 の ２ の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 同 条 中 「 総 所 得 金 額 」 と あ る

の は 、「総 所 得 金 額 、附 則 第 １ ９ 条 の

３ 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 暗 号 資 産 に

係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」 と す る 。  

 ⑵  第 ３ ４ 条 の ６ か ら 第 ３ ４ 条 の ８ ま

で 、 第 ３ ４ 条 の ９ 第 １ 項 、 附 則 第 ７

条 第 １ 項 及 び 附 則 第 ７ 条 の ３ 第 １ 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 ３ ４ 条

の ６ 中「 所 得 割 の 額 」と あ る の は「 所

得 割 の 額 及 び 附 則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １

項 の 規 定 に よ る 市 民 税 の 所 得 割 の

額 」 と 、 第 ３ ４ 条 の ７ 第 １ 項 前 段 、

第 ３ ４ 条 の ８ 、第 ３ ４ 条 の ９ 第 １ 項 、

附 則 第 ７ 条 第 １ 項 及 び 附 則 第 ７ 条 の

３ 第 １ 項 中 「 所 得 割 の 額 」 と あ る の

は 「 所 得 割 の 額 並 び に 附 則 第 １ ９ 条

の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 市 民 税 の 所

得 割 の 額 」 と 、 第 ３ ４ 条 の ７ 第 １ 項

後 段 中「 所 得 割 の 額 」と あ る の は「 所

得 割 の 額 及 び 附 則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １

項 の 規 定 に よ る 市 民 税 の 所 得 割 の 額

の 合 計 額 」 と す る 。  

 ⑶  第 ３ ５ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 条 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又
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改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は 附 則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す

る 特 定 暗 号 資 産 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の

金 額 」 と 、「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 、 山 林 所 得 金 額 若 し く

は 附 則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す

る 特 定 暗 号 資 産 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の

金 額 」 と す る 。  

 ⑷  附 則 第 ５ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 条 第 １ 項 中 「 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 山 林 所 得 金 額 並 び に 附

則 第 １ ９ 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る 特

定 暗 号 資 産 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金

額 」と 、同 条 第 ２ 項 中「 所 得 割 の 額 」

と あ る の は 「 所 得 割 の 額 並 び に 附 則

第 １ ９ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 市

民 税 の 所 得 割 の 額 」 と す る 。  
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議 案 第６ ８ 号 の 参 考 資 料  
   熊 谷 市 手 数 料 徴 収条 例 の 一 部 を 改 正す る 条 例 案 新 旧 対照 表  
   熊 谷 市 手 数 料 徴 収条 例 （ 平 成 １ ７ 年条 例 第 ６ ６ 号 ）  

（ 下 線部 分 は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   附  則  

１ ～ ５  （ 略 ）  

 （ 端 末 機 を 使 用 す る 方 法 に よ る 場 合 の

特 例 ）  

６  端 末 機 （ 本 市 の 電 子 計 算 機 と 電 気 通

信 回 線 に よ り 接 続 さ れ た 端 末 機 で あ っ

て 、 民 間 事 業 者 が 設 置 及 び 管 理 を す る

も の を い う 。別 表 に お い て 同 じ 。）を 使

用 す る 方 法 に よ る 場 合 に お け る 同 表 第

１ 号 、 第 １ ０ 号 、 第 １ ７ 号 及 び 第 １ ８

号 に 掲 げ る 手 数 料 の 額 に つ い て は 、 令

和 ８ 年 １ １ 月 ２ 日 か ら 令 和 ９ 年 １ １ 月

１ 日 ま で の 間 に 限 り 、 こ れ ら の 規 定 中

「 １ ５ ０ 円 」と あ る の は 、「１ ０ 円 」と

す る 。  

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 事 務 の 種 類  手 数 料 の 額  

１  納 税 若 し く は

公 租 又 は 公 課

に 関 す る 証 明  

１ 枚 に つ き  

２ ０ ０ 円 （ 端

末 機 を 使 用 す

る 方 法 に よ る

場 合 に あ っ て

は、１５０円） 

    

  

 

 

 

 １ ０  印 鑑 登 録 証 明  １ 通 に つ き  

２ ０ ０ 円 （ 端

末 機 を 使 用 す

る 方 法 に よ る

場 合 に あ っ て

は、１５０円） 

  

 

 

 

 
   

１ ７  住 民 票 に 関 す

る 証 明  

２ ０ ０ 円 （ 端

末 機 を 使 用 す

る 方 法 に よ る  

   附  則  

１ ～ ５  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

 事 務 の 種 類  手 数 料 の 額  

１  納 税 若 し く は

公 租 又 は 公 課

に 関 す る 証 明  

１ 枚 に つ き  

２ ０ ０ 円  

 

   

  

 

 

 

 １ ０  印 鑑 登 録 証 明  １ 通 に つ き  

２ ０ ０ 円  

   

   

１ ７  住 民 票 に 関 す

る 証 明  

２ ０ ０ 円  
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改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  場 合 に あ っ て

は、１５０円） 

１ ８  住 民 票 又 は 戸

籍 の 附 票 の 写

し の 交 付  

１ 通 に つ き  

２ ０ ０ 円 （ 端

末 機 を 使 用 す

る 方 法 に よ る

場 合 に あ っ て

は、１５０円） 

   

   

 備 考  （ 略 ）  

   

１ ８  住 民 票 又 は 戸

籍 の 附 票 の 写

し の 交 付  

１ 通 に つ き  

２ ０ ０ 円  

   

   

 備 考  （ 略 ）  

－5－





議案第６９号の参考資料  
熊谷市公民館条例及び熊谷市公民館使用条例の一部を改正する条

例案新旧対照表  
（第１条関係）  

熊谷市公民館条例（平成１７年条例第１０３号）  
（下線部分は改正部分）  

改 正 案 
別表（第３条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（第２条関係）  

熊谷市公民館使用条例（平成１７年条例第１０４号）  
（下線部分は改正部分）  

改 正 案 
（趣旨） 

第１条 この条例は、熊谷市妻沼中央公民館、熊谷市江南公民館、熊谷市熊谷東公民館、熊谷市桜木公民館、

熊谷市肥塚公民館、熊谷市荒川公民館、熊谷市久下公民館、熊谷市成田公民館、熊谷市玉井公民館、熊谷市

別府公民館、熊谷市吉岡公民館、熊谷市星宮公民館、熊谷市籠原公民館、熊谷市新堀公民館、熊谷市妻沼公

民館、熊谷市太田公民館、熊谷市男沼公民館、熊谷市小島公民館、熊谷市長井公民館、熊谷市秦公民館（以

下「公民館」という。）の使用及び使用料に関する事項を定めるものとする。 

 

別表（第４条関係） 

 １ 熊谷東公民館等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 位置 

  

 〃 箱田公民館 

 〃 石原公民館 

 〃 仲町１９番地 

 〃 石原１４０７番地１ 

 

 

  

 

区分 
午前 午後 夜間 

午前９時～正午 午後１時～午後５時 午後６時～午後１０時 

     

     

肥塚公民館 （略） （略） （略） （略） 

（略） （略） （略） （略） 

（略） （略） （略） （略） 
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現   行 
別表（第３条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

現   行 
（趣旨） 

第１条 この条例は、熊谷市妻沼中央公民館、熊谷市江南公民館、熊谷市熊谷東公民館、熊谷市桜木公民館、

熊谷市肥塚公民館、熊谷市大原公民館、熊谷市上石公民館、熊谷市荒川公民館、熊谷市久下公民館、熊谷市

成田公民館、熊谷市玉井公民館、熊谷市別府公民館、熊谷市吉岡公民館、熊谷市星宮公民館、熊谷市籠原公

民館、熊谷市新堀公民館、熊谷市妻沼公民館、熊谷市太田公民館、熊谷市男沼公民館、熊谷市小島公民館、

熊谷市長井公民館、熊谷市秦公民館（以下「公民館」という。）の使用及び使用料に関する事項を定めるも

のとする。 

別表（第４条関係） 

 １ 熊谷東公民館等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 位置 

  

 〃 箱田公民館 

 〃 石原公民館 

 〃 大原公民館 

 〃 上石公民館 

 〃 仲町１９番地 

 〃 本石一丁目１０番地 

 〃 大原三丁目２番１号 

 〃 石原１１０７番地５ 

  

 

区分 
午前 午後 夜間 

午前９時～正午 午後１時～午後５時 午後６時～午後１０時 

     

     

肥塚公民館 （略） （略） （略） （略） 

（略） （略） （略） （略） 

（略） （略） （略） （略） 
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備考 （略） 

２～４ （略） 
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備考 （略） 

２～４ （略） 

 

大原公民館 第１会議室 ３１０円 ４２０円 ５２０円 

第２会議室 ３１０円 ４２０円 ５２０円 

和室 ４２０円 ５２０円 ７３０円 

上石公民館 ホール ５２０円 ７３０円 １，０５０円 

会議室 ３１０円 ４２０円 ５２０円 

和室 ４２０円 ５２０円 ７３０円 
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議案 第 ７ ０号 の 参 考資 料  
熊 谷市 立 コ ミ ュニ テ ィ 施 設 条 例 の一 部 を改 正 す る 条例 案 新旧 対

照表  

熊谷 市 立 コミ ュ ニ テ ィ 施 設 条例 （ 平 成１ ７ 年 条例 第 １ ２４ 号 ）  
（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 名 称 及 び 位

置 は 、 次 の と お り と す る 。  

名称  位置  

 

 

 

熊谷市立大里コミュニティ

センター  

（略）  

  

  

（ 休 館 日 ）  

第 ４ 条  コ ミ ュ ニ ュ テ ィ 施 設 の 休 館 日 は 、

次 の と お り と す る 。  

施設名  休館日  

 

 

 

 

熊谷市立大里コミュニティ

センター  

（略）  

熊谷市立大里ふれあいセン

ター  

（略）  （略）  

（略）  

２  （ 略 ）  

（ 利 用 時 間 ）  

第 ５ 条  コ ミ ュ ニ ュ テ ィ 施 設 を 利 用 す る

こ と が で き る 時 間 は 、 次 の と お り と す

る 。た だ し 、市 長 は 、事 情 に よ り こ れ を

変 更 す る こ と が で き る 。  

 

 

⑴ ～ ⑷  （ 略 ）  

（ 使 用 料 ）  

第 ８ 条  コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 利 用 許 可 を

受 け た 者（ 以 下「 利 用 者 」と い う 。）は 、

別 表 第 １ か ら 別 表 第 ４ ま で に 定 め る と

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 名 称 及 び 位

置 は 、 次 の と お り と す る 。  

名称  位置  

熊谷市立コミュニティセン

ター  

熊谷市本町一

丁目９番地１  

熊谷市立大里コミュニティ

センター  

（略）  

  

  

（ 休 館 日 ）  

第 ４ 条  コ ミ ュ ニ ュ テ ィ 施 設 の 休 館 日 は 、

次 の と お り と す る 。  

施設名  休館日  

熊谷市立コミュニティセン

ター  

１２月２９日

から翌年１月

３日まで  

熊谷市立大里コミュニティ

センター  

（略）  

熊谷市立大里ふれあいセン

ター  

（略）  （略）  

（略）  

２  （ 略 ）  

（ 利 用 時 間 ）  

第 ５ 条  コ ミ ュ ニ ュ テ ィ 施 設 を 利 用 す る

こ と が で き る 時 間 は 、 次 の と お り と す

る 。た だ し 、市 長 は 、事 情 に よ り こ れ を

変 更 す る こ と が で き る 。  

⑴  熊 谷 市 立 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー  午  

前 ９ 時 か ら 午 後 １ ０ 時 ま で  

⑵ ～ ⑸  （ 略 ）  

（ 使 用 料 ）  

第 ８ 条  コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 の 利 用 許 可 を

受 け た 者（ 以 下「 利 用 者 」と い う 。）は 、

別 表 第 １ か ら 別 表 第 ５ ま で に 定 め る と
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改 正 案 現 行 

  

 

こ ろ に よ り 、使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な

ら な い 。  

２  （ 略 ）  

（ 利 用 料 金 収 入 の 帰 属 及 び 利 用 料 金 の

額 の 決 定 ）  

第 ２ ５ 条  市 長 は 、法 第 ２ ４ ４ 条 の ２ 第 ８

項 の 規 定 に よ り 、指 定 管 理 者 に コ ミ ュ ニ

テ ィ 施 設 の う ち 、熊 谷 市 立 大 里 ふ れ あ い

セ ン タ ー（ 以 下「 指 定 管 理 施 設 」と い う 。）

の 利 用 に 係 る 料 金（ 以 下「 利 用 料 金 」と

い う 。） を 当 該 指 定 管 理 者 の 収 入 と し て

収 受 さ せ る こ と が で き る 。  

 

２  前 項 の 場 合 に お け る 利 用 料 金 は 、別 表

第 ２ に 定 め る 額 を 上 限 と し て 、あ ら か じ

め 市 長 の 承 認 を 得 た 上 で 、指 定 管 理 者 が

定 め る も の と す る 。こ の 場 合 に お け る 同

表 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、同 表 中「 使

用 料 」と あ る の は 、「 利 用 料 金 」と す る 。 

 

（ 市 長 に よ る 管 理 ）  

第 ２ ９ 条  （ 略 ）  

２  前 項 の 場 合 に お い て は 、市 長 は 、別 表

第 ２ に 定 め る と こ ろ に よ り 、使 用 料 を 徴

収 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ ろ に よ り 、使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な

ら な い 。  

２  （ 略 ）  

（ 利 用 料 金 収 入 の 帰 属 及 び 利 用 料 金 の

額 の 決 定 ）  

第 ２ ５ 条  市 長 は 、法 第 ２ ４ ４ 条 の ２ 第 ８

項 の 規 定 に よ り 、指 定 管 理 者 に コ ミ ュ ニ

テ ィ 施 設 の う ち 、熊 谷 市 立 コ ミ ュ ニ テ ィ

セ ン タ ー 及 び 熊 谷 市 立 大 里 ふ れ あ い セ

ン タ ー（ 以 下「 指 定 管 理 施 設 」と い う 。）

の 利 用 に 係 る 料 金（ 以 下「 利 用 料 金 」と

い う 。） を 当 該 指 定 管 理 者 の 収 入 と し て

収 受 さ せ る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 場 合 に お け る 利 用 料 金 は 、別 表

第 １ 及 び 別 表 第 ３ に 定 め る 額 を 上 限 と

し て 、 あ ら か じ め 市 長 の 承 認 を 得 た 上

で 、指 定 管 理 者 が 定 め る も の と す る 。こ

の 場 合 に お け る こ れ ら の 表 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 こ れ ら の 表 中 「 使 用 料 」

と あ る の は 、「 利 用 料 金 」 と す る 。  

（ 市 長 に よ る 管 理 ）  

第 ２ ９ 条  （ 略 ）  

２  前 項 の 場 合 に お い て は 、市 長 は 、別 表

第 １ 及 び 別 表 第 ３ に 定 め る と こ ろ に よ

り 、 使 用 料 を 徴 収 す る 。  

別 表 第 １ （ 第 ８ 条 、 第 ２ ５ 条 関 係 ）  

熊 谷 市 立 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 使 用 料  

室名  定員  

使用料  

午前９時

～正午 

午後１時

～午後５

時 

午後６時

～午後

１０時 

第 一 集

会室  

４８

人  

１，  

６８０

円  

１，  

７８０

円  

２，  

１００

円  

第 二 集

会室（相

談室  

１８

人  

６３０

円  

６８０

円  

９４０

円  

和室  １０

人  
３７０

円  

４２０

円  

５８０

円  

備 考  

１  熊 谷 市 に 居 住 又 は 通 勤 若 し く は
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改 正 案 現 行 

  

 

通 学 を し て い る 者 以 外 の 者 の 使 用

料 は 、 規 定 の 使 用 料 の 額 の １ ０ ０

分 の １ ５ ０ に 相 当 す る 額 と す る 。  

２  ボ ラ ン テ ィ ア 集 会 室 の ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 を 促 進 す る 目 的 以 外 の 利

用 の 使 用 料 は 、第 一 集 会 室 の 規 定 使

用 料 の 額 の １ ０ ０ 分 の ５ ０ に 相 当

す る 額 と す る 。  

３  使 用 料 の 額 に １ ０ 円 未 満 の 端 数

を 生 じ た と き は 、そ の 端 数 を 切 り 捨

て る 。  

別 表 第 ２ ～ 別 表 第 ５  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 表 第 １ ～ 別 表 第 ４  （ 略 ）  
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議案 第 ７ １号 の 参 考資 料  
熊谷 市 立 保育 所 条 例の 一 部 を 改 正 す る条 例 案 新旧 対 照 表  

熊谷 市 立 保育 所 条 例（ 平 成 １ ７ 年 条 例第 １ ３ ５号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 
 
 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

保育所の名称  位置  定員  

熊谷市立中央

保育所  

（略）  （略）  

 

 

  

   

   

 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

保育所の名称  位置  定員  

熊谷市立中央

保育所  

（略）  （略）  

熊谷市立籠原

保育所  

熊谷市新堀１１２４

番地 

１００人  
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議案 第 ７ ２号 の 参 考資 料  
熊谷 市 立 老人 憩 の 家 条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新 旧 対照 表  

熊谷 市 立 老人 憩 の 家 条 例 （ 平成 １ ７ 年条 例 第 １４ ６ 号 ）  
（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  老 人 憩 の 家 の 名 称 及 び 位 置 は 、次

の と お り と す る 。  

名 称  位 置  

 

 

 

熊 谷 市 立 老 人

憩 の 家 平 戸 荘  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

 

（ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 ２ 条  老 人 憩 の 家 の 名 称 及 び 位 置 は 、次

の と お り と す る 。  

名 称  位 置  

熊 谷 市 立 老 人

憩 の 家 荒 川 荘  

熊 谷 市 宮 本 町 １ ３ ６

番 地 １ １  

熊 谷 市 立 老 人

憩 の 家 平 戸 荘  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  
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議案第７３号の参考資料  
熊谷市水道事業給水条例の一部を改正する条例案新旧対照表  
熊谷市水道事業給水条例（平成１７年条例第２２５号）  

                      （下線部分は改正部分） 
改 正 案 

別表第２（第２５条関係） 

種別 基本料金（１月につき） 従量料金（１立方メートルにつき） 
メーターの口径 料金 

一般用 １３ミリメートル １０立方メートルま

で １，６０６円 
１０立方メートルを超え１５立方メート

ルまでの分 ２０９円 

１５立方メートルを超え２０立方メート

ルまでの分 ２３１円 

２０立方メートルを超え４０立方メート

ルまでの分 ２７５円 

４０立方メートルを超え５０立方メート

ルまでの分 ２９７円 

５０立方メートルを超える分 ３０８円 

２０ミリメートル（１６

ミリメートルを含む。） 
１０立方メートルま

で １，６８３円 
２５ミリメートル １０立方メートルま

で １，７６０円 

３０ミリメートル ２，７２８円 １０立方メートルまでの分 ５５円 

１０立方メートルを超える分 上欄に同

じ 

４０ミリメートル ４，８０７円 
５０ミリメートル １２，０２３円 
７５ミリメートル １９，２２８円 
１００ミリメートルから

１５０ミリメートルまで 
３２，０５４円 

公衆浴場用  １００立方メートル

まで ４，８０７円 
１００立方メートルを超える分 ５５円 

臨時用   １立方メートルにつき ５６１円 
備考 
１・２ （略） 
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現   行 
別表第２（第２５条関係） 

種別 基本料金（１月につき） 従量料金（１立方メートルにつき） 
メーターの口径 料金 

一般用 １３ミリメートル １０立方メートルま

で １，３２０円 
１０立方メートルを超え１５立方メート

ルまでの分 １７６円 

１５立方メートルを超え２０立方メート

ルまでの分 １８７円 

２０立方メートルを超え４０立方メート

ルまでの分 ２３１円 

４０立方メートルを超え５０立方メート

ルまでの分 ２４２円 

５０立方メートルを超える分 ２５３円 

２０ミリメートル（１６

ミリメートルを含む。） 
１０立方メートルま

で １，３８６円 
２５ミリメートル １０立方メートルま

で １，４５２円 

３０ミリメートル ２，２４４円 １０立方メートルまでの分 ４４円 

１０立方メートルを超える分 上欄に同

じ 

４０ミリメートル ３，９６０円 
５０ミリメートル ９，９００円 
７５ミリメートル １５，８４０円 
１００ミリメートルから

１５０ミリメートルまで 
２６，４００円 

公衆浴場用  １００立方メートル

まで ３，９６０円 
１００立方メートルを超える分 ４４円 

臨時用   １立方メートルにつき ４６２円 
備考 
１・２ （略） 
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議案 第 ７ ４号 の 参 考資 料  
熊 谷市 消 防 団員 等 公 務災 害 補 償 条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新

旧対 照 表  

熊 谷市 消 防 団員 等 公 務災 害 補 償 条 例 （ 平成 １ ７ 年条 例 第 ２２ ６

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 
 

（ 葬 祭 補 償 ）  

第 １ ９ 条  非 常 勤 消 防 団 員 等 が 公 務 に よ

り 、 又 は 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、 若 し く

は 救 急 業 務 に 協 力 し 、 又 は 応 急 措 置 の

業 務 に 従 事 し た こ と に よ り 、 死 亡 し た

場 合 に お い て は 、 市 は 、 葬 祭 補 償 と し

て 、 葬 祭 を 行 う 者 に 対 し て 、 ３ ３ 万 円

に 補 償 基 礎 額 の ３ ０ 倍 に 相 当 す る 金 額

を 加 え た 金 額 を 支 給 す る 。  

 

（ 葬 祭 補 償 ）  

第 １ ９ 条  非 常 勤 消 防 団 員 等 が 公 務 に よ

り 、 又 は 消 防 作 業 等 に 従 事 し 、 若 し く

は 救 急 業 務 に 協 力 し 、 又 は 応 急 措 置 の

業 務 に 従 事 し た こ と に よ り 、 死 亡 し た

場 合 に お い て は 、 市 は 、 葬 祭 補 償 と し

て 、葬 祭 を 行 う 者 に 対 し て 、３ １ 万 ５ ，

０ ０ ０ 円 に 補 償 基 礎 額 の ３ ０ 倍 に 相 当

す る 金 額 を 加 え た 金 額 を 支 給 す る 。  
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議案 第 ７ ５号 の 参 考資 料  
熊谷 市 立 児童 ク ラ ブ 条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新 旧 対照 表  
熊谷 市 立 児童 ク ラ ブ 条 例 （ 平成 １ ８ 年条 例 第 ３６ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）   

名 称  位 置  

  

  

熊 谷 市 立 妻 沼 東 児 童 ク ラ

ブ  

熊 谷 市 上 根

３ ５ ８ 番 地  

熊 谷 市 立 第 ２ 妻 沼 東 児 童

ク ラ ブ  

 

熊 谷 市 上 根

３ ５ ８ 番 地  

  

  

 

別 表 （ 第 ２ 条 関 係 ）  

名 称  位 置  

  

  

熊 谷 市 立 長 井 児 童 ク ラ ブ  熊 谷 市 上 根

３ ５ ８ 番 地  

熊 谷 市 立 秦 児 童 ク ラ ブ  熊 谷 市 葛 和

田 ８ ３ １ 番

地  
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議 案 第７ ６ 号 の 参 考 資 料  
熊 谷 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め

る 条 例の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 新 旧 対 照 表  
熊 谷 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め

る 条 例（ 平 成 ２ ６ 年 条 例 第 ３ ０ 号 ）  
（ 下 線部 分 は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （ 児 童 対 象 性 暴 力 等 の 防 止 ）  

第 １ ３ 条  家 庭 的 保 育 事 業 者 等 は 、 法 第

３ ４ 条 の １ ６ 第 ４ 項 に お い て 準 用 す る

法 第 ２ １ 条 の ５ の １ ８ 第 ４ 項 の 規 定 に

基 づ き 、 児 童 対 象 性 暴 力 等 （ 学 校 設 置

者 等 及 び 民 間 教 育 保 育 等 事 業 者 に よ る

児 童 対 象 性 暴 力 等 の 防 止 等 の た め の 措

置 に 関 す る 法 律 （ 令 和 ６ 年 法 律 第 ６ ９

号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 児 童 対 象

性 暴 力 等 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て

同 じ 。）を 防 止 し 、及 び 児 童 対 象 性 暴 力

等 が 行 わ れ た 場 合 に 利 用 乳 幼 児 を 適 切

に 保 護 す る た め 、 児 童 等 対 象 業 務 従 事

者 （ 利 用 乳 幼 児 と 接 す る 業 務 に 従 事 す

る 者 の う ち 、 支 配 性 、 継 続 性 及 び 閉 鎖

性 の あ る 環 境 の 下 で 当 該 利 用 乳 幼 児 に

接 す る も の を い う 。）に 係 る 犯 罪 事 実 確

認 （ 同 法 第 ４ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 犯 罪

事 実 確 認 を い う 。）そ の 他 の 必 要 な 措 置

を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 職 員 ）  

第 ２ ９ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ

型 に 勤 務 す る 保 健 師 、 看 護 師 又 は 准 看

護 師 （ 以 下 「 看 護 師 等 」 と い う 。） を 、

１ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す こ と が で

き る 。  

４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定

に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所

Ａ 型 に 勤 務 す る 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法

士 、 言 語 聴 覚 士 、 心 理 担 当 職 員 （ 学 校

教 育 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ２ ６ 号 ） の

規 定 に よ る 大 学（ 短 期 大 学 を 除 く 。）若

 

第 １ ３ 条  削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （ 職 員 ）  

第 ２ ９ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ

型 に 勤 務 す る 保 健 師 、 看 護 師 又 は 准 看

護 師 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す

こ と が で き る 。  
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改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し く は 大 学 院 に お い て 、 心 理 学 を 専 修

す る 学 科 、 研 究 科 若 し く は こ れ に 相 当

す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 者 で あ っ

て 、 個 人 及 び 集 団 心 理 療 法 の 技 術 を 有

す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 能 力 を

有 す る と 認 め ら れ る 者 を い う 。）又 は 障

害 児 の 療 育 に 関 す る 知 識 及 び 経 験 を 有

す る 者 で あ っ て 、 障 害 児 の 療 育 の 指 導

を 行 う 業 務 に ５ 年 以 上 従 事 し た 経 験 を

有 す る も の の い ず れ か に 該 当 し 、か つ 、

子 育 て に 関 す る 知 識 及 び 経 験 を 有 す る

者（ 以 下「 特 定 理 学 療 法 士 等 」と い う 。）

を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法

士 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当 該

小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 の 保 育 士 （ 附 則

第 ８ 項 又 は 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 保 育 士

と み な さ れ る 者 を 除 く 。 次 項 に お い て

同 じ 。）に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き

る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特

定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も が 保 育 を 行

う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行

う に 当 た っ て 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所

Ａ 型 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。）に よ る

支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保

し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 職 員 ）  

第 ３ １ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ｂ

型 に 勤 務 す る 看 護 師 等 を 、１ 人 に 限 り 、

保 育 士 と み な す こ と が で き る 。  

 
４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定

に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所

Ｂ 型 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士 等 を 、

１ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す こ と が で

き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療 法 士 等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （ 職 員 ）  

第 ３ １ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ｂ

型 に 勤 務 す る 保 健 師 、 看 護 師 又 は 准 看

護 師 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す

こ と が で き る 。  
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改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職

員 ）  

第 ４ ４ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 保 育 所 型 事 業 所 内 保

育 事 業 所 に 勤 務 す る 保 健 師 、 看 護 師 又

は 准 看 護 師 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と

み な す こ と が で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当 該 小 規

模 保 育 事 業 所 Ｂ 型 の 保 育 士 に よ る 支 援

を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保 し な

け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特

定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も が 保 育 を 行

う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行

う に 当 た っ て 、 当 該 小 規 模 保 育 事 業 所

Ｂ 型 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。）に よ る

支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制 を 確 保

し な け れ ば な ら な い 。  

（ 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職

員 ）  

第 ４ ４ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 保 育 所 型 事 業 所 内 保

育 事 業 所 に 勤 務 す る 看 護 師 等 を 、 １ 人

に 限 り 、保 育 士 と み な す こ と が で き る 。 

 
４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定

に 当 た っ て は 、 当 該 保 育 所 型 事 業 所 内

保 育 事 業 所 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士

等 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す こ

と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療

法 士 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当

該 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 保 育

士 （ 附 則 第 ８ 項 又 は 第 ９ 項 の 規 定 に よ

り 保 育 士 と み な さ れ る 者 を 除 く 。 次 項

に お い て 同 じ 。）に よ る 支 援 を 受 け る こ

と が で き る 体 制 を 確 保 し な け れ ば な ら

な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特

定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も が 保 育 を 行

う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行

う に 当 た っ て 、 当 該 保 育 所 型 事 業 所 内

保 育 事 業 所 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の

規 定 に よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。）

に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制

を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  
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改 正 案 現 行 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（ 小 規 模 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職

員 ）  

第 ４ ７ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 型 事 業 所 内 保

育 事 業 所 に 勤 務 す る 保 健 師 、 看 護 師 又

は 准 看 護 師 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と

み な す こ と が で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
附  則  

１ ～ ９  （ 略 ）  

１ ０  前 ２ 項 の 規 定 を 適 用 す る 時 は 、 保

育 士 （ 法 第 １ ８ 条 の １ ８ 第 １ 項 の 登 録

を 受 け た 者 を い い 、 第 ２ ９ 条 第 ３ 項 若

し く は 第 ４ ４ 条 第 ３ 項 又 は 前 ２ 項 の 規

定 に よ り 保 育 士 と み な さ れ る 者 を 除

く 。）を 、保 育 士 の 数（ 前 ２ 項 の 規 定 の

適 用 が な い も の と し た 場 合 の 第 ２ ９ 条

第 ２ 項 又 は 第 ４ ４ 条 第 ２ 項 に よ り 算 定

さ れ る も の を い う 。） の ３ 分 の ２ 以 上 、

置 か な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 小 規 模 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職

員 ）  

第 ４ ７ 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  

３  前 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に

当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 型 事 業 所 内 保

育 事 業 所 に 勤 務 す る 看 護 師 等 を 、 １ 人

に 限 り 、保 育 士 と み な す こ と が で き る 。 

 
４  第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定

に 当 た っ て は 、 当 該 小 規 模 型 事 業 所 内

保 育 事 業 所 に 勤 務 す る 特 定 理 学 療 法 士

等 を 、 １ 人 に 限 り 、 保 育 士 と み な す こ

と が で き る 。 た だ し 、 当 該 特 定 理 学 療

法 士 等 が 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 当

該 小 規 模 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 保 育

士 に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体

制 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に よ り 看 護 師 等 及 び 特

定 理 学 療 法 士 等 の い ず れ も が 保 育 を 行

う 場 合 に は 、 当 該 看 護 師 等 が 保 育 を 行

う に 当 た っ て 、 当 該 小 規 模 型 事 業 所 内

保 育 事 業 所 の 保 育 士 （ 前 項 た だ し 書 の

規 定 に よ る 支 援 を 行 う 保 育 士 を 除 く 。）

に よ る 支 援 を 受 け る こ と が で き る 体 制

を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

附  則  

１ ～ ９  （ 略 ）  

１ ０  前 ２ 項 の 規 定 を 適 用 す る 時 は 、 保

育 士 （ 第 ２ ９ 条 第 ３ 項 若 し く は 第 ４ 項

若 し く は 第 ４ ４ 条 第 ３ 項 若 し く は 第 ４

項 又 は 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 保 育 士 と み

な さ れ る 者 を 除 く 。）を 、前 ２ 項 の 規 定

の 適 用 が な い も の と し た 場 合 の 第 ２ ９

条 第 ２ 項 又 は 第 ４ ４ 条 第 ２ 項 に よ り 算

定 さ れ る 保 育 士 の 数 の ３ 分 の ２ 以 上 、

置 か な け れ ば な ら な い 。  
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議案 第 ７ ７号 の 参 考資 料  
熊谷 市 乳 児等 通 園 支援 事 業 の 設 備 及 び運 営 に 関す る 基 準を 定 め  

る条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新 旧 対照 表  

熊谷 市 乳 児等 通 園 支援 事 業 の 設 備 及 び運 営 に 関す る 基 準を 定 め  

る条 例 （ 令和 ７ 年 条例 第 ３ ６ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案 現 行 

  

 

（ 虐 待 等 の 禁 止 ）  

第 １ ３ 条  （ 略 ）  

（ 児 童 対 象 性 暴 力 等 の 防 止 ）  

第 １ ３ 条 の ２  乳 児 等 通 園 支 援 事 業 者

は 、 法 第 ３ ４ 条 の １ ６ 第 ４ 項 に お い て

準 用 す る 法 第 ２ １ 条 の ５ の １ ８ 第 ４ 項

の 規 定 に 基 づ き 、児 童 対 象 性 暴 力 等（ 学

校 設 置 者 等 及 び 民 間 教 育 保 育 等 事 業 者

に よ る 児 童 対 象 性 暴 力 等 の 防 止 等 の た

め の 措 置 に 関 す る 法 律 （ 令 和 ６ 年 法 律

第 ６ ９ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 児

童 対 象 性 暴 力 等 を い う 。 以 下 こ の 条 に

お い て 同 じ 。）を 防 止 し 、及 び 児 童 対 象

性 暴 力 等 が 行 わ れ た 場 合 に 利 用 乳 幼 児

を 適 切 に 保 護 す る た め 、 児 童 等 対 象 業

務 従 事 者 （ 利 用 乳 幼 児 と 接 す る 業 務 に

従 事 す る 者 の う ち 、 支 配 性 、 継 続 性 及

び 閉 鎖 性 の あ る 環 境 の 下 で 当 該 利 用 乳

幼 児 に 接 す る も の を い う 。）に 係 る 犯 罪

事 実 確 認 （ 同 法 第 ４ 条 第 １ 項 に 規 定 す

る 犯 罪 事 実 確 認 を い う 。）そ の 他 の 必 要

な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 虐 待 等 の 禁 止 ）  

第 １ ３ 条  （ 略 ）  
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議案第８３号の参考資料

１ 物価変動後の残工事代金額の算出

変動前金額（円） 変動後金額（円）

直接工事費 968,714,010 1,013,367,791

共通仮設費

現場管理費

一般管理費 229,285,990 238,632,209

工事価格 1,198,000,000 1,252,000,000

1,189,254,600 1,242,860,400

改め 1,189,000,000 1,242,000,000

P1 P2

２ 請負代金額の契約変更の対象となる額の算出

金額　(円) 備　　　考

1,242,000,000 ①

1,189,000,000 ②

11,890,000 ③＝②×0.01

41,110,000 ④＝①－②－③

4,111,000 ⑤＝④×0.1

45,221,000 ⑥＝④＋⑤

1,504,800,000 ⑦

1,550,021,000 ⑧＝⑦＋⑥

４５，２２１，０００円

変更請負代金額算出表

変更請負代金額

共
通
費

項　　　目

P2(税抜)

P1(税抜)

P1(税抜)×1.0%

対象額(税抜)

消費税等相当額

対象額(税込)

当初請負代金額

工事場所

工事名

１，５０４，８００，０００円

１，５５０，０２１，０００円

（仮称）第２中央生涯活動センター建築工事

熊谷市石原１４０７番地１ほか

令和７年９月２４日から令和９年７月３０日まで

株式会社　ケージーエム 　代表取締役　小林正裕

変更請負代金額

当初請負代金額

受注者

工期

工事価格×99.27％
　　　　（落札率）

当初請負代金額
との差額
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議案第８４号の参考資料

変更請負代金額内訳

変更前 変更後

直接工事費 160,986,870円 162,133,783円

共通仮設費

現場管理費

一般管理費 53,713,130円 54,166,217円

工事価格 214,700,000円 216,300,000円

落札率 97.34％

変更請負工事価格 210,500,000円

消費税等 10％

変更請負代金額 231,550,000円

変更請負代金額算出表

工事名 熊谷市立妻沼図書館改修建築工事

工事場所 熊谷市妻沼東一丁目１番地

工　　期 令和８年６月２５日から令和９年３月３１日まで

変更請負代金額 ２３１，５５０，０００円

共
通
費

１，６５０，０００円

受注者 株式会社　アケボノ　　代表取締役　細田　健一

当初請負代金額 ２２９，９００，０００円

当初請負代金額との差額
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議案第８５号の参考資料

変更請負代金額内訳

変更前 変更後

直接工事費 332,517,258円 334,992,417円

共通仮設費

現場管理費

一般管理費 85,482,742円 85,907,583円

工事価格 418,000,000円 420,900,000円

落札率 92.96％

変更請負工事価格 391,200,000円

消費税等 10％

変更請負代金額 430,320,000円

変更請負代金額算出表

工事名 熊谷市立熊谷西小学校特別教室棟改修建築工事

工事場所 熊谷市中央一丁目１番地

工　　期 令和８年６月２５日から令和９年３月３１日まで

　　２，８６０，０００円

共
通
費

受注者 田部井建設株式会社　　代表取締役　田部井　俊一

当初請負代金額 ４２７，４６０，０００円

変更請負代金額 ４３０，３２０，０００円

当初請負代金額との差額

－26－



議案第８６号の参考資料

変更請負代金額内訳

変更前 変更後

直接工事費 97,898,531円 98,589,928円

共通仮設費

現場管理費

一般管理費 39,301,469円 39,710,072円

工事価格 137,200,000円 138,300,000円

落札率 99.85％

変更請負工事価格 138,000,000円

消費税等 10％

変更請負代金額 151,800,000円

変更請負代金額算出表

工事名 熊谷市立佐谷田小学校教室棟改修建築工事(２期)

工事場所 熊谷市佐谷田１０３０番地

工　　期 令和８年６月２５日から令和８年１２月２８日まで

１，１００，０００円

共
通
費

受注者 株式会社　ケージーエム　　代表取締役　小林　正裕

当初請負代金額 １５０，７００，０００円

変更請負代金額 １５１，８００，０００円

当初請負代金額との差額
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議案第８７号の参考資料 

 

市有地（池上字高根１１６７番）位置図 

－28－



議案 第 ８ ８号 の 参 考資 料

大里 広 域 市町 村 圏 組 合 規 約 の一 部 を 変更 す る 規約 案 新 旧対 照 表

大里広域市町村圏組合規約（昭和４７年埼玉県指令地第１７８１

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）

変 更 案 現 行

（ 共 同 処 理 す る 事 務 ）

第 ３ 条 組 合 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 務

を 共 同 処 理 す る 。

⑴ ご み 焼 却 施 設 （ 組 合 市 町 が 共 同 設

置 し た も の に 限 る 。）の 管 理 運 営 に 関

す る こ と 。

⑵ ・ ⑶  （ 略 ）

（ 共 同 処 理 す る 事 務 ）

第 ３ 条 組 合 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 務

を 共 同 処 理 す る 。

⑴ ご み 焼 却 施 設 の 管 理 運 営 に 関 す る

こ と 。

⑵ ・ ⑶ （ 略 ）
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号の参考資料議案第 ８９

認定路線調書・位置図

整理

番号
路　　線　　名 認 定 理 由

１ 市道 号線

２ 市道

11063

号線

未認定の道路を市道として管理したいため

41146 開発行為に伴い本市に帰属された道路を市道として管理したいため
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別府沼公園

1

市立別府小学校

整理

番号
路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

１ 市道 １１０６３ 号線 4.0 8.3

起  点  西別府字足利２０４７番１５地先

終  点  西別府字足利２０４７番１４地先

凡　例

起点

縮尺 １：２，５００ 終点

N
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熊谷警察署

2 

整理

番号
路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

２ 市道 ４１１４６ 号線 6.0～6.1 181.1

起  点  石原字植木３７６番１地先

終  点  石原字植木４１４番地先

凡　例

起点

縮尺 １：２，５００ 終点

N
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